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に当たってきたが、就職委員会発足以来の委員長である森川裕二先生、発足当時
のメンバーであった近江美保先生や見原礼子先生とも協力して毎年、各界で活躍
されている社会人をお招きしてグローバル社会で活躍するための要件や個人のユ
ニークなキャリアパスについて講演や講義を依頼し、学生のグローバルキャリア
形成意識の刺激・高揚に努めてきた。またキャリア支援の取組みについて保護者
説明会を通して広く学生の親や保護者にも本学部の就職支援内容を説明してきた。
特に就職指導体制の構築という面では2016年4月から学生の指導に豊富な経験と
スキルを持った白井章詞先生を迎え入れ、1期生から就職内定率100％を達成す
るための就職支援体制を整えることができた。1期生の就職実績に関しては2018
年1月末時点での就職内定率は98％と目標に対して若干の未達状況が続いている
が、最終的には100％の目標に到達するよう期待している。
最後に長崎大学では、幸いなことにリエゾン機構と多文化社会学部という二つ
の組織に所属し、自身の研究テーマである「留学とキャリア形成」の関係につい
ても科研費を得てさらに研究を深めることができた。長崎大学では片峰茂前学長、
山下俊一前リエゾン機構長をはじめとして多くの優れた先生方にご支援やご指導
をいただいた。また職務に責任と誇りを持って真摯に取り組む多くの有能な職員
に支えられ、なんとか自分の職責を果たせたことに心から感謝の意を表すると共
に、本学部の今後ますますの発展を祈念する次第である。
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